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は じめ に

ここ数年の コンピュー タおよび通信技術の飛躍的 な進歩は、十年で百倍 とも千倍 ともい

え るコス トパ フォーマ ンスの向上を見せ 、このデジタル電子機器の発達によ りコンピュー

タのダウンサイジング化 とネ ッ トワー ク化が進んだ。

大手前女子学園の事務 システムに関 しても、1993年 ダウンサ イジングの流行にの った形

で、ホス トコン ピュータによるシステムか ら、LANを 利用 したパ ソコ ンによ る分散開発

環境システムへの移行を始めた。1994年4月 に、まず大学事務室にパ ソコン3台 、サーバー

1台 か らなるLANを 敷設 し、教務システムを 、ホス トコンピュー タか らパ ソコンに移行

したところか ら始 まり、現在では、大学(西 宮)、 短大(伊 丹)、 専門学校(大 阪)の3

っの離れたキ ャンパスを光ケーブルで接続 したWANが 構築 され、イ ンターネ ッ トとも接

続 し、 システムも教務、入試、学生、学費のシステムがパ ソコン上で稼動す るに至 ってい

る。

筆者は、1993年 に大学の教務システムをダウ ンサイジングす るに当た り、分散開発環境

に関 しての問題点、課題等 を、具体的構築事例 を交 えて考察 し、分散開発環境出現 の背景

の要因 と効果、問題点や今後の課題を考察 した')。 ダウンサイジングの作業 を始めて5年

目になる本年 、学園全体を結ぶWANが 一応完成 し、当学園の システムも新た な段階 に入

りっっある。これを機に、これ まで発生 した、問題点や課題を整理 し、これか らの進むべ

き方向を考察 してみ る。

1.こ れ ま で の 経 緯

(1)LANお よびWAN環 境

1993年4月 頃よ り、人手前女子学園の事務 システムをホス トコンピュー タによるシステ

ムか らパ ソコンによるシステムへ移行す る検討を始めた。当時は まだ、教務 システムをパ

ソコンで行 なっている学校 も少 なく、ベ ンチマークテス トの結果 などを参照 し、導入機器
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やLANの 形態 を選定 し、前述 したよ うに、サーバー1台 、 クライア ン ト3台 を導入、既

に導 入されていたPCも 接続 し、CSSモ デルのLANを 大学の事務室 に敷設、1994年4月 よ

りパ ソコンによる教務 システムが稼動をは じめた。当初の使用機器一覧を表～1に 示す。

表1使 用機器一覧

品 名 型 名 メ ー カ ー 型 ・ 仕 様

サ ー バ ー

Axi/V486es4350DX CANON Axi/V486es4350DX

16MBSIMM×1 CANON Axi/V486SIMM16MB

EISASCSIMasterkit CANON EISASCSIマ ス タ ー キ ッ ト

1.05GB内 蔵HD(SCSI) HP 1.05GBHDDSCSI

OADGキ ー ボ ー ド CANON A290-PSK

14"VGAカ ラ ー モ ニ タ ー CANON A-2008

イ ー サ ネ ッ トボ ー ド EAGLE NE3200

イ ー サ ネ ッ トケ ー プ ル MACNICA TWC-10

クラ イ ア ン ト

Axi/V4864233DX CANON Axi/v4864233Dx
4MBSIMM×3増 設 CANON Axi/V486es4MB

IBMVRAM CANON DiamondStelthPro

120MB内 蔵HD(IDE) CANON 120MBHDD

OADGキ ー ボ ー ド CANON A29(》-PSK

17"SVGAカ ラ ー モ ニ タ CANON S13-3051

PS2マ ウ ス CANON SD1004

イ ー サ ネ ッ トボ ー ド EAGLE NE2000T

イ ー サ ネ ッ トケ ー ブ ル MACNICA TPC-10

そ の 他
無停電電源装置 GSEE PICO-1000N/NOV5
HUB MACNICA MH-8

1994年 には短大事務室 にも同様の規模 のLANを 敷設 し、1995年4月 、短大 の教務シス

テムもパ ソコン利用に ダウンサイジング した。専門学校 に関 しては、学生数も少 ないと言

う事でLANは 敷設せず、95年4月 よ り、ス タン ドアロー ンによるパ ソコンの教務 システ

ムが稼動 を始めた。専 門学校 のLAN敷 設 は、結局1998年1月 まで待つ事になる。 当初 の

大学事務室 内LANの 構成図を図 一1に 示す。

図1大 学事務室内LAN構 成図

一52一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」第18号(1998年)

1996年 よ り教育研究系 のパ ソコンLANが イ ンターネ ッ トに接続 された のに伴い、事 務

系LANも イ ンターネ ッ トに接続すべ く、DNS管 理用 と してWindowsNTサ ーバを1台 導入

し、短大の事務系のLANを 教育研究系のLANと 接続 した事によ り、まず短大事務系LAN

に接続 しているPCか らインターネ ットの利用が可能にな った。

1997年 には、大学事務系LANと 短大事務系LANを 光ケーブルで接続 したWANが 完成 し、

大学 の事務 システムと短大の事務システムの統合化が一層計 られ るとともに、大学 の事務

系LANに 接続 されているPCか らでもインターネ ッ トの利用が可能にな った。

1998年1月 になって、専門学校の事務室 内にもサーバ を1台 導入、事務室 に既存のPC

を接続 したLANを 敷設 した。7月 には、専門学校 と短大 との間も光 ケーブルで接続 、専

門学校事務室 においてもインターネ ットの利用 が可能になった。現在 の大手前女子学園事

務系WANの 概略図を図一2に 示す。
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図2大 手前女子学園事務系WAN概 略図

(2)導 入システム

1994年4月 に大学の教務 システム、1995年4月 に短大 の教務 システム、1996年4月 に専

門学校の教務 システムがそれぞれパ ソコンによって稼動 し始めた事は前述 したが、その間、

阪神大震災の影響 などで計画 に少 し遅れ は出たものの、入試システム、学費 システム、就

職 システムが、ホス トコンピュータの システムか ら離れ、パ ソコン利用によるシステムへ

と移行されて来 ている。

1995年10月 、大学 で導入された入試 システムが翌年10月 短大に移植 ・導入 され、1997年4
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月には就職 システムがホス トコンピュータか ら外 され、各校の就職室でそれぞれ開発され

る事 となった。 また、同年10月 には、学費システムが大学 ・短大 に導入された。翌年1月 、

専門学校 にLANが 敷設 され大学 ・短大 と専門学校 が同 じ環境にな るのを待 って、専門学

校 にも学費 システムが導入された。又4月 には、3校 ほぼ同時 に新たに人事 システムを導

入 した。時系列 によるこれ までの導入システムを表 一2に 示す。

表2時 系列導入システム

年 月 LAN・WAN環 境
導 入 シ ス テ ム

大 学 短 大 専門学校

1993年4月
大手前女子学園ダウンサイジン
グ計画検討開始

10月 大学事務室内LAN敷 設

1994年4月 教務システム

10月 短大事務室内LAN敷 設

1995年4月 教務システム

10月 入試システム

1996年4月
短大、専門学校教研系WANイ
ンターネ ット接続 教務システム

10月 入試システム

1997年4月 大学 ・短大事務系WAN接 続 就職システム 就職システム 就職システム

10月 学費システム 学費システム

1998年4月 専門学校事務室内LAN敷 設 学費システム

4月 人事システム 人事システム 人事システム

7月
大学 ・短大 ・専門学校事務系
WAN接 続

2.分 散 開 発 環 境 へ の 移 行

(1)移 行の背景

分散開発環境への移行が必要になった社会的背景 の第1に は、ソフ トウェアー開発要員

の不足 と開発要員の合理的配置があげ られ る。第2に 、情報 システム開発おいては、各部

署のニーズの増大や多様性 に対応す るため、 トップダウン方式の指揮 命令型 のシステム開

発よ り、チー ム ・グルー プ中心の開発型 に移行 した方が合理 的で ある。第3にPCの 性能

および通信機器の性能が飛躍的 に向上 した事 により、集中 した場所 に開発要員を配置す る

より、離れた場所 であれ各部署に開発要 員を配置 し、それぞれ の場所でPCを 利用 した開

発を行 なう方が合理的で ある事な どがあげ られ る。又、PCの 性能向上 に伴 うアプ リケー

シ ョンの操作性や機能の向上により、よ り多 くの人が、より簡単に、業務 ニーズにあ った
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作業が出来 るようになった為、専門的知識の必要なホス トコンピュー タでの システムは、

コス トパ フ ォーマ ンスが悪 くなってきた。 これ らの事 は、大手前女子学 園においても同様

であ った。

1985年 に大学 の教務 システムの導入か ら始ま った大手前 女子学園 のホス トコンピュー タ

システムは、その後年 々需要が拡大 し、93年 当時には、ホス トコンピュータ導入当初の15

倍ものプログラムを抱え るほ どに至 ってお り、また コンピュータシステムに対する需要も

多種多様化 し、集中ホス トシステムでは対応 しきれない状況になりっっあ った。また教務

カ リキ ュラムが大 きく見直されていた時期で もあ りホス トコンピュー タのプログラムを変

更 していくのでは、 コス ト、時間ともに追 いっか ない状況にあ った。 これ は学校事務のみ

な らず、大多数の企業で も同 じような悩み を抱え、PCの 性能が飛躍 的に良 くな って きた

のともあいま って、コス トーパ フォーマ ンスの良い とされ るダウンサイジングシステムが

台頭 してきた時期 でもある。も っとも、現在では ます ますPCの 性能が良 くな り、当時の

サーバーの仕様 をみ ると、486の プロセ ッサーで、メモ リー20MB、 ハー ドデ ィス クは1

GBと 、現在のPCと は比べ物にならないほどの低位の機種である。それでも当時はサーバー

のパ フォーマ ンスと しては、業務のシステムが稼動す るのに充分であ った。

(2)移 行時 におけ る課題

1)ハ ー ドウェア及びソフ トウェアに係 る課題

ハー ド面に関 しては、技術的側面 を考えてい くと、ハー ドウェアの入れ替えのみが

目的 とな り少 しでもパ フォーマ ンスの良い上位の環境を導入す ることになるが、後で

述べ るソフ ト面や コス トーパ フ ォーマ ンスを考慮 に入れ ると、帳票の大量 印刷 や、

OCRを 利用 したデータの大量入 力、変更の発生す る事が少 ない定型業務 などは、汎

用機を利用す る方が、有効 な場合 も多々あ る。 これ らを考慮に入れ て、すべてのシス

テムを一気にダウンサイジ ングす るのではな く、ホス トコンピュー タとの切 り分けを

考慮に入れて効率のよいシステムを構築 しなければ ならない。又、 ソフ トに関 しても、

市販 ソフ トを多 く利用す るため、著作権の問題で人数分のソフ トが必要 になった り、

一一定の環境を満たさなければ満足に作動 しなか
った り、ホス トを利用す るより結局 コ

ス トがかかることも有 り得 る。 これ らを考慮に入れ、なお且っ運用に負担のないよう

にCSSを 構築する必要があ った。

又、LAN環 境は、色々なメーカや仕様の機 器や ソフ トが混在 して運用され るため、

障害が発生 しても原因究明が難 しい。 したが って障害原因が発見 しやすい接続形態、

あ るいは障害発生個所 を切 り離 しても運用可能な接続形態にす る必要があ った。
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2)人 材およびその配置と運用 に係 る課題

移行時の最大の問題点は、人材の点である。分散開発環境 システムはその名の とお

り各部署で コンピュータを操作できる人材が必要であると言 う事である。い くらアプ

リケーシ ョンの操作性や能力が向上 したと言 っても、それ な りの学習を していないと

コンピュータは操作できない。

次 に、LANお よびPCの 管理者の問題があげ られ る。大手前女子学 園は、大学 ・短

大 ・専門学校が、3個 所の離れた場所に位置す るため、それぞれの場所 に少な くとも

1台 のフ ァイルサーバーが配置され る事になる。そのサーバーの管理 と、それ以上に、

PCと は言え、LAN接 続 して、CSS方 式のシステムを動かす以上 、それぞれのPCの 操

作員が、それぞれ勝手 にデータや ソフ トを利用す る事は非常 な無駄が発生す る恐れが

ある し、悪 くすればシステムに悪影響を与え、システムダウンにっ なが る恐れが多分

にある。 したが って、それぞれ の場所 でのPCの 管理や統率が必要 になる。それ らの

管理 をす る人材が確保で きるか、と言 う問題であった。

3.発 生 した 問題

以上のような問題点や課題 をかかえなが らもス ター トした、大手前女子学園事務 システ

ムのダウ ンサイジング計画であ ったが、実際に発生 した問題点 を以下 に整理 し、考察 して

みたい。

(1)ハ ー ドウェア及び ソフ トウ ェア面

1993年 当時計画 していなか ったにもかかわ らず、何 らかの事情で現在のシステムに組み

込まれているものを例 に挙 げなが ら考察 してみたい。

当初、ネ ッ トワークOSは ノベル社のNetware3.1(10ク ライアン ト版)を 使用 し、通信

プロ トコルIPX/SPXの みを使用 してス ター一トした システムであ ったが、1年 後には、10

クライア ン トでは数が足 らず、Netwareの バー ジ ョン4。1が発売 されたのを機 に、25ク ラ

イア ン ト版 に入れ替 えた。 これは短大 のLANに 関 しても同様の作業 が必要 になった。 当

初、利用 システムは教務 システムのみ と考えていたので10ク ライアン ト版を導入 したので

あ ったが、システムとしての利用のみ ならず、単に他のコンピュー タとの ファイルや プ リ

ンターの共有 な どで もLAN接 続 の希望が増 え、10ク ライア ン トでは間に合わ なくなって

しまった結果である。

次に、阪神大震災による機器の破損 の影響 もあるが、大学 のサーバー機の上位機種 への

入れ替え及び ミラーサーバ設置の作業が発生 した。 これは ファイルサーバー としての使用

量 の増大 に伴い、サーバ ー機の処理能力の向上を計 るため と、それ までの、DATに よる

バ ックア ップ作業では、障害発生時 におけ る対処が間 に合わ なくなってきた事があげ られ
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る。

また 、93年 当時 は あ ま り一 般 的 で なか った イ ン ター ネ ッ トと の接 続 のた め 、DNSサ ー

バ ー と して 、WindowsNTに よ るサ ーバ ー を追 加 した 。表 一3に 示 したJPNIC接 続 ドメイ

ン数 の推 移 で も分 か るよ うに 、93年 に208で あ ったAC(academic)関 連 の ドメ イ ン数 が 、

98年 には1,119に もな って い る2)。

表3JPNICに 接続 ドメイン数の推移

年月日 JP AD AC CO GO OR NE GR GEO TOTAL

920501 3 10 175 418 39 31 ＼ ＼ 0 676

930101 3 14 208 461 55 44 ＼ ＼ 0 785

940104 3 22 279 615 80 70 ＼ ＼ 3 1,072

950101 3 31 368 1,018 94 137 ＼ ＼ 39 1,690

960101 3 74 540 2,132 146 520 ＼ ＼ 223 3,638

970101 3 114 807 8,055 215 2,005 106 ＼ 526 11,831

980101 3 170 1,119 21,249 278 3,638 1,361 34 1,155 29,007

大手前女子学園においても、教育 ・研究のためにも是非 インターネ ッ トとの接続 が必要

であるとの観点か ら、1996年 にインターネ ットとの接続 を して、教育 ・研究用 にサー ビス

を開始 した。 それ に伴 って、事務系のLANに 関 してもインターネ ッ トとの接続要求があ

り、事務系用PCのDNSを 管理す るサーバーを導入 し、 インターネ ッ ト接続 サー ビスを開

始 した。 したが って当初IPX/SPXの プロ トコルのみであった事務系LANに 、イ ンターネ ッ

ト接続 のためのTCP/IP、 および、Windows95の フ ァイル共有のためのNetBEUI、 以上の

3種 類のプロ トコルが走る事 になった。現在は、事務系のセキ ュリテ ィの関係 上、インター

ネ ッ トと接続す るルー タにおいて、TCP/IP以 外の プロ トコルは透過 しないように設定 し

ている。

大学(西 宮)構 内LANに おいては、後か ら追加の形 での配線が発生 し、イエ ローケー

ブル同士を繋 ぐブ リッジに不具合が多 々発生 し、繁雑 になって しま った配線 を整理 し直す

と言う工事が発生 した。 また、空中架線の部分に、落雷による障害 もたびたび発生 したた

め、保安機 を設置す る等の工事 が追加発生 した。 この経験 は、短大(伊 丹)に お いて

LAN敷 設時に活かされている。

(2)人 材及びその配置および運用面

最大の問題 になっていた、人材およびその配置についてはあま り芳 しい成果が上が って

いないと思われ る。

各LAN内 においても、個 々のPCに 対す る作業 をす る担 当者は、それ な りに技術 を磨 き

運用出来 るようにな ってい るとは思われ るが、他のPCと の互換や デー タや資源 の共有 な

ど、全体を管理運営する管理組織や管理者 の能力 ・権 限の不十分 さが表れていると思われ
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る問題が発生 している。 ま して、WANを 視野に入れると、当初、各校3個 所でLANを 構

築 し、その後、3個 所のLANを 接続、WANを 構築すると言 った計画を採 ったため もある

が、WANが 構築 され る前に、全体 を見渡 した観点か らの統一 された計画に基づか ない、

それぞれの場所でそれぞれ の文化が多数 出来上が って しまった。前者の問題は、各PCに

入 っているアプ リケー シ ョンがバ ラバ ラであ った り、同 じデータや ソフ トを、違 う部署で

二重管理 していた りす るところに表れ てお り、使用担当者がそれぞれス タン ドアロー ン方

式のPCを 使 っている感覚で各PCを 操作 し、CSS方 式のLANに 接続 された端末 を利用 して

いると言う意識が希薄であるゆえに、全体に悪影響を及ぼす ソフ トを勝手に導 入 して しまっ

た りす る。後者の問題は、使 ってい るアプ リケーシ ョンソフ ト等がそれぞれの学校で違 っ

ていた為 、WANが 構築 され、いざデー タを共有 しようと した時 、そのままのデータでは

活用出来 ないと言う問題が発生 した。 このように、基幹部分のシステムや、共通で使 う外

字 などは、各校共通で利用 出来 るよう考慮 して作成 し、運用基準等 を定めて開発 してきた

が、それぞれの部署で開発す る枝葉 の部分の統一が取れてお らず、いざ、統合する段 になっ

て色 々と問題が発生 してきた。 これ は分散開発環境の良い面 と悪い面の2面 性 の表われ と

も思われ る。

4.今 後 の 課 題

前章で取 り上げた問題 にそ って、ハー ドウ ェア及び ソフ トウ ェア面、人材及 びその配置

お よび運用面か ら今後の課題 と して整理 してみる。

(1)ハ ー ドウェア及び'ノフ トウェア面

当初予測 しえなか った、ハー ドウェアや ソフ トウェアを導入せざるを得 なか った事は前

章で述べたが、 これ らの導入は、2重 手間になった り手戻 りしたと言 うよ り、経験上、必

要にな った時点での導入が効果的 な場合が多いと思われ る。 当初の導入機器の仕様一一覧を

先に提示 したが、5年 前 のスペ ックが今や陳腐化 したものに見え る。 ここ数年 、デ ジタル

電 子機器の コス トーパフ ォーマ ンスの向上は 目を見張 るものがあ り、よ り上位機種が必要

になった時点では、導入当初 と同 じあるいはそれ以下の価格で上位機種を導入す る事が出

来 る。 したが って、ハー ドに関 しては、導入時には2年 後 ぐらいを見越 した必要最小限の

もので良いと考え られ る。 ソフ トウ ェアに関 して も、93年 当時はまだWindows95もNTも

発売 されてお らず、ネ ッ トワー クOSと してはNetwareが 一般的で あ った。 しか しその後

のPCを と りま く世 の中の変化で、PCのOSと して、32ビ ッ トのwindows95が ほとん どの

PCに 導入 された。 その結果、 ファイル名一っをと っても、Netwareが 長 い名前をサポー

トしていないためPCと の親和性が悪 いネ ッ トワークOSに なっている。 またイ ンターネ ッ

ト接続のためWindowsNTに よるDNSサ ーバを新たに導入 した事 も前述 したが、そ ろそろ
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上位機種 を導入 し、 これ らのサーバーの整理が必要になってきている時期だ と思われ る。

ともか く、導入時には予測 し得ない、ハー ドや ソフ トの新機種が どん どん開発 され るため、

前述 したように、導入時には2年 後 ぐらいを見越 した必要最小限のもので 良い と考え られ

る。

次に、新 しい機器への入れ替えや、システムのバー ジ ョンア ップの時期だが 、これ は各

端末か らのニーズによってでは、なかなか行 なえない。実際の作業がこれ まで通 り順調に

行 なわれ ている間、端末側か らは機器の入れ替えやバージ ョンア ップの要求は起 こり得 な

い。 これ こそサーバ管理者等、全体 を見渡 し得 る立場の人間が 、作業効率や 、 コンピュー

タやその他の機器 の負荷 を判断 し、新 しい情報を入手 し提案 しなければ、気がっいた時に

はシステムが ダウンして しまう事も考え られ る。

(2)人 材及びその配置および運用面

最低限、各学校に1人 のサーバーおよびLAN接 続 されたPCの 管理者 、な らびにそれ ら

の管理者の意思統一 をはか る機能が必要である。

導入時の問題点で述べ たように、業務担当者 の意識は、基幹 システムにかか るPCの 操

作 およびそのEUCの 開発で手 い っぱいであ り、他の部署 との整合性や 、システム と して

スムーズな運用に至 る統合性にまでは手が回 らない。導入 された基幹 システムに関 しては、

一個所 のコンピュータ室で把握す る事が出来ても
、各部署での運用形態は実際には把握 で

きない。学園 として統一 された システムの方向性を、各校のサーバー管理者が確認 した上

で、それぞれのPCの 操作員 に周知 させる必要があ ると思われ る。'

以前、筆者 は、企業等 における情報システムの発展 を段階説と して唱 えたR.L.NOLAN

の6段 階説 を考察 した3)。 この段階説は、縦軸 に経費、横軸に時間が とってあ り、投資性

向 ・データ管理部門(DP部 門)・DPマ ネージメ ン ト計画と統制 ・ユーザの意識の区分を

設け、その変遷を示 したものであ るが、大手前の事務 システムの発展段階 を考察す るため、

ここで簡単 に紹介 してみ る。

1)第 一段階 創始期

システムが組織の中に順応す るか否かの時期であ り、ユーザ意識 と しては、今迄 の

作業 と異質のものに戸惑い反感す ら持 って避 けてとお る時期である。

2)第 二 段階 普及 期

ユ ー ザは ・興 味 を持 って コ ン ピ ュー タ を操 作 し
、OAソ フ トの オ ペ レー シ ョンを マ

ス ター し、 コ ン ピュー タを利用 す る メ リッ トを実 感す る。 この時期 は コン ピュー タの

利 用 も熱 狂 的 に多 く、 消耗 品 の経 費等 も多 くな る。
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3)第 三段階 統制期

ユーザの意識は、各部門間でのコンピュータやデー タの取 り扱いに関す る取 り決め

や、消耗品の使用 を押 さえる努力をす るようになる。

4)第 四段階 統合期

DP部 門 は、ユーザ主体のプログラム開発で なく、評価チームを通 じて コンピュー

タの有効化を計 るとともに、デー タの有効利用や一括管理 など正規 の計画 を持 って行

う。ユーザも自己責任 による学習の段階に入 り、無駄 の排除を理論的に行 う。

5)第 五段階 データ管理期

データ管理の段階である。デー タ資源の標準化 と統制に重 きが置かれ 、企業 内の変

化を、情報 システムか ら提供す る情報 に反映 させうるようになる。DP部 門、ユーザ

の意識 ともに効果的 なデー タ管理 と責任 を持っ時期である。

6)第 六段階 成熟期

企業を発展 させ るためのデータベースを模索 し管理す る段階で、企業 の、 目標達成

のための方法を提示す る意思決定を支援す るシステムとなる。ユーザの意識はDP部

門 との統合責任 の段階 にはいる。

人手前女子学園の事務 システムをこの段階説にあてはめると、今迄管理者 は端末ニーズ

に合 った シス テムを開発 、また端末担当者もEUCを それぞれに開発 しコンピュー タ利用

のメ リッ トを実感 し、それぞれの事務室 内でそれ なりの効率的なデー タのや り取 りを して

いた段階か ら、WAN接 続され 、デー タや ソフ トウ ェアの共有や統合による効率 を考える

段階 、すなわち第3段 階の統制期か ら第4段 階 の統 合期への移行期 にあると言え る。 これ

らシステムの発展段階とこれか らの方向を見定め、次 の段階ヘスムーズに移行 出来るよう

指揮監督できる管理体制 を是非構築す る必要があろう。先にも述べたが、当学園において

は過去数年の内に、それぞれの学校 において、WAN接 続 を考慮に入れ ないデータや ソフ

トウェアの文化 ともいえるものが出来上が って しまったため、統合期においての作業が難

しい状態にあると思われ る。

5.お わ りに

大手前女子学園事務システムのダウンサイジ ングの作業 も、計画当初か ら5年 目に して、

3個 所の離れ た場所 にある大学(西 宮)、 短大(伊 丹)、 専門学校(大 阪)のPCが 接続

されWANが 構築 されたことにより、学園の事務 システムは新たな段階に入 りっっある。
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今回、ホス トコンピュータによる一極集中型 の開発環境か ら、分散開発環境へ、そ して分

散開発された資源 の合理 的統合へ と向かうシステムの有 り様 を考察 してきた。WANが 構

築 された事により、管理面ではホス トコンピュー タの時代 と同様 、居 なが らに して(電 話

回線 を介 して 自宅か らでも)各 校 に設置 してあるサーバーやPCの 管理 をす る事 が可能 に

な り、全学園の意志統一されたシステムの発展へのハー ド面での環境 は整 ってきていると

思われる。ただ分散開発 している各担 当者 との意思統一や指導な ど合理的運用 を行 なうべ

き組織や人材配置にまだまだ大きな問題が残 っていると思われ る。 またハー ド環境面 に関

しても、現在各校の間を行 き来す るデータは少 ないが、学園共通 のデータを持た ざるを得

ない経理や備品管理 のシステムを導入すれば、光ケーブルの伝送速度 の能力 も問題にな っ

て くると思われ る し、現在NetwareとWindowsNTが 混在 しているネ ッ トワー クOSも 整理

しなければな らない。また5年 前 に導入 したPC等 の機器の入れ替え も計画 しなけれ ばな

らないだろう。 また、電子 メールや電子掲示板 などのコミュニケー シ ョンツール と して、

あるいは情報発信や情報収集のツールと しての コンピュータの利用 も、システムと して考

えていかなければ ならない。問題、課題は山積みだが、これか らの統合期に向けて、出来

るだけスムーズな移行を行 なっていきたいと思 っている。
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